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Ergonomics study on the safe and smooth road traffic system at uncontrolled intersections 
- Improvement of the visual environment at intersections  
based on installing traffic convex mirrors with enhanced visibility - 
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所(JARI)，2009年9月，天候：快晴) (図1, 図2）． 
(1)実路テストコースにおけるミラー視認距離の測定 
市街地の隅切りのない見通しの悪い無信号交差点を模擬した









































































































































図1  ミラー視認性評価実証実験の実験方法    
図4  ミラー鏡像における視認対象車両の大きさ 
(3次元CGシミュレーション)と視認距離 (実測平均値) 
(視認距離：セダン [800mmφ] 114.8m, [600mmφ] 89.0m 




















800φｾﾀﾞﾝ 600φｾﾀﾞﾝ 800φﾊﾞｲｸ 600φﾊﾞｲｸ
114.8m89.0m79.9m61.0m
図2 ミラー視認性評価実証実験の実施状況 
            (JARI 実路テストコース) 
 





























































































































図9  交差点エディター 
図10  事故発生交差点上面図 (無信号T字路, 死角あり) 























































非優先道路幅員 3条件(4, 5, 6m)，優先道路幅員 5条件(6, 7. 8, 9, 
10m)を組み合わせた計 15 条件の交差点で，交差路右方視界確




次に，非優先道路 4m×優先道路 6m の交差点を対象に，隅
切りのない左コーナー角地Mを原点とし，x軸方向 4条件(+1, 0 



















6, 7, 8, 9, 10 m
非優先道路幅員:










--: 境界線 (AB, BC)
M: カーブミラー (ø800 ㎜ , R=3000 ㎜, ガラス製,
ミラ－下端高 2500mm)
E：乗用車運転者アイポイント(高さ 1.2 m)
:塀・壁 (高さ 2.0 m )
: 白黒パターンスケール: 0.5 m (0-10 m), 10m (10 m- )
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